
こ
こ
に
広
重
落
款
の
一
枚
の
浮
仙
絵
が
あ
る

江
戸
後
期
浮
世
絵
の
共
作
見
立
揃
物

は
じ
め
に

Ｉ
「
東
海
道
五
十
三
対
」
の
意
義
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

：

（
図
１
）
。
画
中
に
は
、
「
竹

と
り
物
語
」
と
い
う

川
題
が
あ
り
、
「
か

蔵
く
や
ひ
め
」
「
竹
取

癖
の
翁
」
と
画
中
人
物

種
が
説
明
さ
れ
て
い

テ
る
。
中
央
に
は
か
る

スレ
く
軒
を
越
え
る
ほ
ど

ノブ
の
高
さ
の
竹
が
生

ナ
え
、
雛
と
と
も
に
、

１
－
Ｗ
に
雪
が
積
る
。

図
こ
の
雪
の
洞
に
守
ら

れ
る
よ
う
に
見
え
る

か
ぐ
や
姫
と
翁
は
、
我
々
が
よ
く
知
る
竹
取
物
語
の
イ
メ
ー
ジ
を
更
に
深
と

さ
せ
る
か
の
よ
う
だ
。

本
紙
の
寸
法
は
、
縦
２
５
９
叩
横
２
４
４
ｍ
で
少
々
縦
が
長
い
が
ほ
ぼ

正
方
形
に
近
い
。
通
常
、
浮
世
絵
の
判
型
は
、
４
対
３
の
黄
金
比
で
縦
絵
も

あ
れ
ば
横
絵
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
比
率
の
判
型
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
そ
れ
を
色
紙
判
と
い
う
。
色
紙
判
は
、
摺
物
と
呼
ば
れ
る
非
営
利
の
版

画
に
使
わ
れ
る
判
型
で
あ
り
、
配
り
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
検
閲
印
で

あ
る
極
印
は
捺
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
に
は
、
改
印

「
村
」
が
あ
る
。
ど
う
も
色
紙
判
摺
物
で
は
な
い
ら
し
い
。
念
の
た
め
に
料

紙
を
確
認
し
て
み
る
と
、
色
紙
判
摺
物
に
使
わ
れ
る
奉
耆
紙
で
は
な
い
。

こ
の
図
柄
の
作
品
を
探
し
て
み
る
と
、
「
東
海
道
五
十
三
対
」
と
い
う
揃

物
作
品
に
行
き
当
た
っ
た
。
実
は
、
こ
の
作
品
の
下
部
の
図
柄
の
み
を
切
取

っ
た
作
品
で
あ
っ
た
の
だ
（
図
２
）
・

一
枚
の
画
面
に
、
い
く
つ
も
の
枠
を
設
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枠
に
独
立
し

た
作
品
を
描
く
貼
交
絵
と
呼
ば
れ
る
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
が
、
貼
交
絵

の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
枠
を
切
取
っ
て
切
り
離
さ
れ
た
作
品
が
一
枚
の
作
品

赤
間
亮



、

の
よ
う
に
流
通
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
「
東
海
道
五
十
三
対
」
は
、

貼
交
絵
と
は
言
わ
な
い
が
、
貼
交
絵
に
時
々
お
き
る
不
幸
と
似
た
運
命
を
た

ど
っ
た
も
の
で
あ
る
。

浮
世
絵
版
画
は
、
初
期
の
頃
か
ら
単
独
の
一
枚
で
あ
る
こ
と
よ
り
、
揃
物

で
出
さ
れ
る
こ
と
の
方
が
普
通
で
あ
っ
た
。
一
枚
単
位
で
販
売
さ
れ
る
こ
と

が
急
速
に
広
が
る
の
は
、
歌
舞
伎
の
役
者
を
袖
く
よ
う
に
な
り
、
一
枚
単
位

で
も
十
分
に
商
品
価
値
が
出
て
き
て
か
ら
で
あ
ろ
う
。
初
期
で
も
美
人
画
な

ど
で
、
「
三
幅
対
」
と
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
い
る
作
品
が
見
受
け
ら
れ
る

｜
野
恂
計
一二＝｜

、
見
立
揃
物
と
そ
の
評
価
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が
、
揃
物
に
は
、
あ
る
名
数
を
使
っ
て
事
物
等
に
見
立
て
る
こ
と
で
シ
リ
ー

ズ
化
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
最
も
少
な
い
名
数
で
は
、
た
と
え
ば
雪
月
花

に
見
立
て
た
三
枚
揃
や
士
農
工
商
の
四
枚
揃
が
あ
り
、
五
人
男
や
五
節
句
、

六
歌
仙
、
七
小
町
、
八
景
な
ど
と
数
を
増
し
て
ゆ
き
、
十
二
ヶ
月
、
二
十
四

孝
、
三
十
二
相
、
三
十
六
歌
仙
、
五
十
三
次
、
五
十
四
帖
、
六
十
九
次
、
百

人
一
首
な
ど
と
、
大
部
の
揃
物
が
成
立
し
て
く
る
。

数
量
の
多
い
揃
物
は
、
文
政
か
ら
天
保
期
以
降
に
始
ま
り
、
天
保
の
改
革

以
降
、
と
り
わ
け
こ
の
傾
向
が
強
ま
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

弘
化
期
に
出
た
代
表
的
な
も
の
で
は
、

１
、
「
東
海
道
五
十
三
対
」

２
、
「
大
日
本
六
十
余
州
」

３
、
「
小
倉
擬
百
人
一
首
」

４
、
「
源
氏
雲
浮
世
画
合
」

な
ど
が
、
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
揃
物
作
品
の
内
、
１
と
３
は
三
代
豊
国
、
初
代
広
重
、
そ
し
て

国
芳
と
い
う
浮
世
絵
界
の
ビ
ッ
ク
３
に
よ
る
共
作
で
あ
る
。
ま
た
、
２
は
国

芳
と
豐
国
の
共
作
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
広
重
と
豊
国
の
共
作
は
、
こ
れ
以
降

も
「
双
筆
五
十
三
次
」
、
「
東
都
高
名
会
席
尽
」
な
ど
に
み
ら
れ
る
。
４
は
国

芳
の
単
独
作
で
あ
る
が
、
そ
の
後
は
、
三
代
豊
国
の
「
見
立
三
十
六
歌
撰
」

（
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
）
の
よ
う
な
単
独
作
か
、
三
代
豊
国
と
そ
の
門
人

に
よ
る
「
江
戸
紫
五
十
四
帖
」
（
嘉
永
五
年
）
の
よ
う
に
、
弟
子
が
画
中
の

あ
ま
り
主
要
で
は
な
い
一
部
分
を
担
当
す
る
タ
イ
プ
が
主
流
に
な
る
の
で
、

１
と
３
の
三
巨
匠
に
よ
る
共
作
は
、
こ
の
期
の
大
き
な
特
徴
と
み
て
よ
い
。

二



と
、
著
者
吉
田
暎
二
氏
の
偏
向
も
あ
る
に
は
あ
る
が
、
い
わ
ば
酷
評
さ
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
三
人
の
作
品
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
は
、
同
じ
く
前
者
で
は
「
広
重

は
派
手
さ
は
無
い
も
の
の
均
整
の
と
れ
た
画
面
構
成
で
ま
と
ま
り
を
見
せ
、

国
芳
は
得
意
と
す
る
武
者
絵
や
奇
抜
な
構
図
を
取
り
入
れ
て
描
い
て
い
る
」

と
し
、
後
者
で
も
「
広
重
が
得
意
の
風
景
画
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一

番
ま
と
ま
っ
た
感
じ
を
見
せ
て
い
る
。
そ
し
て
豐
国
の
作
が
一
番
劣
っ
て
い

る
」
と
し
て
、
本
作
に
お
い
て
広
重
を
第
一
と
す
る
評
価
は
共
通
し
て
い

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
好
意
的
に
評
価
し
た

も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
例
え
ば
、
平
成
八
年
七
月
～
八
月
に
平
木
浮
世
絵

財
川
に
お
い
て
Ⅲ
か
れ
た
展
覧
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
東
海
道
五
十
三
対

（
１
）

広
重
・
国
芳
・
三
代
豊
国
の
競
作
」
に
は
、
そ
の
展
覧
会
の
解
説
書
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
展
示
品
を
評
し
て
「
三
人
の
作
品
に
、
特
に
新
鮮
味
を

感
じ
さ
せ
る
も
の
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
手
慨
れ
た
手
法
で
描
い
た
揃
い

物
と
な
っ
て
い
る
」
と
い
い
、
あ
る
意
味
で
冷
淡
な
言
い
回
し
に
な
っ
て
い

（
２
）

る
。
さ
ら
に
、
『
浮
世
絵
事
典
」
｜
で
は
、

当
こ
ぃ
牙
電
ス
ク
イ
域
‐
し
，
力
｜
刀
－
」
て
ｖ
ナ
こ
し

三
人
が
三
人
と
も
に
彩
色
は
末
期
共
通
の
濃
厚
な
色
を
川
い
、
画
品

の
低
い
作
品
で
あ
る

す
ぐ
れ
た
も
の
で
も
な
け
れ
ば
珍
ら
し
い
も
の
で
も
な
い

三
人
と
も
に
努
力
し
て
描
い
て
い
る
点
は
見
え
ず
、
ご
く
普
通
の
で

三
人
と
も
に
努
力
し
て
描
い

き
栄
え
の
み
し
か
示
し
て
い

江
戸
後
期
浮
世
絵
の
共
作
見
立
揃
物

１
ｋ
、

本
作
は
、
大
錦
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
図
３
の
よ
う
に
右
上
に
黒
地
長
方
形
の

中
に
白
抜
き
で
大
き
く
「
東
海
道
五
十
三
対
」
と
外
題
を
掲
示
し
、
そ
の
左

に
駒
絵
の
如
き
囲
み
を
作
り
、
そ
の
中
に
、
長
文
の
絵
解
き
や
俳
句
や
狂
歌

な
ど
が
あ
る
。
背
景
や
余
白
に
絵
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
ま
っ

た
く
無
地
の
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
囲
み
部
分
の
形
式
は
、
板
元
ご
と

に
形
式
が
決
ま
っ
て
お
り
、
扇
形
二
種
類
、
団
扇
、
海
老
、
角
丸
長
方
型
、

雪
輪
の
六
枕
類
が
あ
る
。

る
C

｜
｜
、
「
東
海
道
五
十
一
一
一
対
」
の
基
本
情
報

､二蜀

豊
重
弄
鐘

三
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そ
し
て
作
品
の
中
心
と
な
る
主
絵
は
、
角
切
の
正
方
形
で
あ
り
、
作
品
に

よ
っ
て
は
、
正
方
形
の
枠
か
ら
外
に
飛
出
し
て
描
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
基
本
的
に
、
な
ん
ら
か
の
形
で
そ
の
宿
駅
に
因
む
図
が
描
か
れ
、
そ
こ
に

人
物
が
配
置
さ
れ
る
が
、
人
物
を
大
首
絵
の
よ
う
に
大
き
く
描
く
場
合
も
あ

り
、
シ
リ
ー
ズ
物
と
し
て
見
た
場
合
に
統
一
性
が
感
じ
ら
れ
な
い
。
囲
み
部

分
の
デ
ザ
イ
ン
や
内
容
の
不
統
一
と
相
俟
っ
て
、
並
べ
て
見
た
場
合
に
デ
ザ

イ
ン
の
無
秩
序
感
が
強
い
。
本
シ
リ
ー
ズ
が
変
化
に
富
ん
だ
も
の
と
し
て
好

意
的
に
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
逆
に
こ
れ
が
最
大
の
弱
点
と
言
え

ブ
（
句
○

板
元
は
、
伊
場
仙
、
伊
場
久
、
海
老
林
、
小
嶋
、
遠
又
、
伊
勢
市
の
六
軒

で
、
い
ず
れ
も
団
扇
絵
の
板
元
で
あ
る
。
天
保
の
改
革
に
よ
り
、
地
本
屋
仲

間
が
解
体
さ
せ
ら
れ
、
錦
絵
の
出
版
に
団
扇
絵
の
板
元
も
参
入
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
い
わ
ば
新
規
参
入
組
が
団
結
し
て
、
錦
絵
分
野
に
お
け
る
命
運

を
懸
け
た
企
画
で
あ
っ
た
の
だ
。

改
印
は
、
一
枚
の
無
改
を
除
い
て
す
べ
て
「
村
」
の
名
主
単
印
で
あ
り
、

枚
数
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
と
め
て
同
時
期
に
改
を
受
け
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

・
名
称
の
由
来

い
う
ま
で
も
な
く
、
本
シ
リ
ー
ズ
は
、
広
重
の
「
東
海
道
五
十
三
次
」

（
保
永
堂
版
）
の
大
ヒ
ッ
ト
を
受
け
て
、
次
々
と
出
さ
れ
る
五
十
三
次
物
の

一
つ
で
あ
る
。
「
東
海
道
五
十
三
次
」
は
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
か
ら

六
年
頃
に
完
結
し
て
目
録
が
付
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
実
は
見
立
揃
物
に
逸
早
く
「
五
十
三
次
」
を
画
題
と
し
て
取
り

上
げ
た
の
は
英
泉
で
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
か
ら
八
年
に
か
け
て
「
見

立
吉
原
五
十
三
つ
ゐ
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
を
制
作
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
吉

原
の
遊
女
五
十
五
人
を
描
い
た
も
の
で
、
上
部
に
東
海
道
の
宿
駅
の
風
景
を

花
札
の
よ
う
な
形
の
駒
絵
で
描
い
て
対
に
し
た
、
い
わ
ば
見
立
絵
と
な
っ
て

い
る
。
前
述
の
「
浮
世
絵
事
典
」
（
吉
田
）
で
は
、
英
泉
の
作
品
に
対
し
て

も
あ
ま
り
高
い
評
価
を
し
て
い
な
い
が
、
当
時
の
人
気
は
そ
れ
な
り
に
高
か

っ
た
ら
し
く
、
遊
女
の
異
動
に
連
動
し
て
異
版
も
認
め
ら
れ
、
よ
く
知
ら
れ

（
３
）

て
い
た
シ
リ
ー
ズ
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
「
契
情
道
中
双
禄
」
の
題
が
白
抜
き
で
付

さ
れ
て
お
り
、
こ
の
方
が
本
シ
リ
ー
ズ
の
本
外
題
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
「
見

立
吉
原
五
十
三
つ
ゐ
」
は
、
副
題
に
あ
た
る
。
「
道
中
双
六
」
や
「
膝
栗
毛
」

の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
ま
だ
東
海
道
中
を
そ
の
宿
駅
数
で
言
い
表
わ
す
「
五

十
三
次
」
と
い
う
語
の
流
行
が
訪
れ
る
前
の
作
品
で
あ
る
か
ら
か
も
し
れ
な

い
○
ま
た
、
保
永
堂
版
に
少
し
遅
れ
て
国
貞
（
三
代
豊
国
）
が
美
人
と
風
景
を

取
り
合
わ
せ
た
「
東
海
道
五
十
三
次
」
シ
リ
ー
ズ
を
発
表
す
る
が
、
五
十
三

次
の
風
景
と
別
種
の
も
の
を
組
合
せ
る
と
い
う
趣
向
は
こ
こ
に
も
見
ら
れ

る
。
さ
ら
に
続
け
て
国
貞
は
、
美
人
を
役
者
に
替
え
て
「
見
立
役
者
東
海
道

五
十
三
対
」
の
タ
イ
ト
ル
を
持
つ
シ
リ
ー
ズ
を
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
頃

に
残
し
て
い
る
ｃ

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
作
「
東
海
道
五
十
三
対
」
の
名
称
が
、
ア
イ
デ
ィ
ア

四



・
枚
数
と
重
複

し
か
し
な
が
ら
、
本
作
の
人
気
が
高
く
、
ヒ
ッ
ト
作
で
あ
っ
た
徴
証
が
幾

つ
か
あ
る
ｃ

五
十
三
次
物
で
は
、
東
海
道
の
五
十
三
の
宿
駅
と
江
戸
（
日
本
橋
）
・
京

都
（
三
条
橋
）
を
合
わ
せ
た
五
十
五
ヶ
所
を
対
象
に
描
か
れ
る
。
こ
れ
だ
け

の
数
と
な
る
と
、
完
結
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
売
行
き
が
良
好
で
な
い
と
い

け
な
い
が
、
本
作
は
五
十
五
ヶ
所
が
揃
う
。
し
か
し
、
改
印
が
一
種
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
制
作
・
発
見
は
一
時
に
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
、
こ
の

場
合
は
、
当
た
る
当
た
ら
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
一
発
勝
負
で
あ
っ
た
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
現
在
の
残
存

数
は
、
と
り
わ
け
目
立
っ
て
お
り
、
市
場
で
大
量
に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
公
的
機
関
に
所
蔵
さ
れ
る
数
も
き
わ
め
て
多
く
、
五
十
五
枚
揃
い
の
画

帖
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
国
会
図
書
館
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ァ
東
洋
美

術
館
、
プ
ラ
ハ
国
立
美
術
館
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
＆
ア
ル
バ
ー
ト
博
物
館
な
ど

枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
人
気
が
な
く
、
制
作
数
が
少
な
か
っ
た
が
た
め

に
、
全
点
揃
わ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
揃
物
の
事
例
も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
作
は
業
界
を
潤
し
た
シ
リ
ー
ズ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

現
存
数
か
ら
み
て
間
違
い
な
い
。

ま
た
、
本
シ
リ
ー
ズ
は
、
五
十
五
枚
を
超
え
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。
揃
物

の
場
合
、
ヒ
ッ
ト
作
は
そ
の
名
数
以
上
に
制
作
さ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
る

が
、
こ
の
点
で
も
ヒ
ッ
ト
作
の
資
格
を
獲
得
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
４
）

と
し
て
は
、
全
く
新
規
な
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

江
戸
後
期
浮
世
絵
の
共
作
見
立
揃
物

・
後
の
作
品
へ
の
影
響

ま
た
、
後
続
の
五
十
三
次
も
の
の
内
、
「
双
筆
五
十
三
次
」
の
「
岡
崎
」

浄
瑠
璃
姫
や
、
「
江
尻
」
天
女
の
姿
に
は
、
広
重
作
品
か
ら
三
代
豊
国
へ
の

継
承
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
広
重
の
貼
交
絵
作
品
「
東
海
道
五
十
三
次
図

会
」
に
は
、
自
身
の
作
品
と
同
じ
ネ
タ
を
使
っ
た
も
の
が
多
い
。
後
者
は
当

然
と
言
え
ば
当
然
で
あ
る
が
、
も
し
も
、
「
五
十
三
対
」
が
不
人
気
で
失
敗

作
で
あ
れ
ば
こ
う
し
た
事
例
は
少
な
く
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

な
関
連
作
品
の
動
向
を
み
て
も
、
「
東
海
道
五
十
三
対
」
は
、
当
時
に
お
い

て
は
、
非
常
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
企
画
で
あ
り
、
大
き
な
成
功
を
収
め
た

揃
物
で
あ
っ
た
こ
と
と
予
想
さ
れ
る
。

た
だ
、
い
か
に
人
気
を
博
し
た
と
し
て
も
五
十
三
次
の
場
合
、
こ
れ
以
上

の
宿
駅
を
勝
手
に
創
作
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
。
五
十
三
次
物
の
代
表
作
、

三
代
豊
国
の
「
役
者
見
立
東
海
道
五
十
三
駅
」
の
場
合
は
、
板
元
を
別
に
す

る
シ
リ
ー
ズ
で
、
「
そ
の
二
」
を
作
っ
た
り
、
「
宿
駅
間
」
や
「
二
駅
」
を
一

緒
に
描
い
て
二
人
立
ち
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
数
を
増
や
し
た
の
が
工
夫
の

し
ど
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
本
作
で
は
、
そ
の
よ
う
な
手
法
は
使
っ
て
い
な

い
。
本
作
の
場
合
、
同
じ
宿
駅
を
重
複
し
て
描
い
て
お
り
、
管
見
で
は
四
枚

（
５
）

の
重
複
宿
駅
が
あ
っ
て
、
総
計
五
九
枚
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
場
合
、
上
述
の
よ
う
に
改
印
が
す
べ
て

「
村
」
で
あ
っ
て
、
制
作
時
期
が
ほ
ぼ
全
作
品
と
も
同
じ
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
わ
け
で
、
五
五
点
を
超
え
た
四
点
が
、
な
ぜ
制
作
さ
れ
た
の
か
が
問

題
と
な
っ
て
く
る
。

五



そ
れ
だ
け
で
な
く
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
二
正
月
に
は
、
貞
広
と
貞
芳

（
６
－

の
共
作
で
中
本
の
「
東
海
道
五
拾
三
次
』
（
外
題
）
一
冊
が
大
坂
金
花
堂
か

ら
上
梓
さ
れ
て
お
り
立
命
館
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
し
て

い
る
（
図
４
）
・

見
返
題
は
、
「
東
海
道
五
十
三
対
」
で
、
半
丁
単
位
で
、
江
戸
の
「
五
十

三
対
」
そ
の
ま
ま
の
構
図
を
と
り
、
釈
文
を
簡
略
に
し
、
絵
自
体
は
貞
広
と

貞
芳
が
描
き
直
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
草
津
の
場
合
は
、
次
の
如
く
で
あ

る
。
あ
ま
り
に
も
、
そ
の
ま
ま
の
構
図
で
工
夫
も
な
い
の
に
は
、
驚
か
さ
れ

る
（
図
５
”
６
）
・

本
書
は
、
上
方
版
だ
け
に
、
京
、
三
条
橋
か
ら
始
ま
っ
て
日
本
橋
で
終
っ

て
い
る
。
三
条
橋
の
前
の
京
は
、
原
作
に
は
な
い
も
の
で
、
こ
の
冊
子
に
仕

立
て
る
と
き
に
序
文
と
と
も
に
新
た
に
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
京
以
外
は
、

ま
た
、
本
シ
リ
ー
ズ
を
倣
い
、
大
坂
で
広
貞
が
同
名
の
シ
リ
ー
ズ
を
中
判

で
手
が
け
て
い
る
。
現
在
管
見
に
入
る
も
の
は
、
次
の
三
点
の
み
で
あ
る
。

・
日
本
橋
い
な
ば
幸
蔵
（
早
大
演
劇
博
物
館
）

・
川
崎
む
す
め
お
船
（
個
人
）

・
神
奈
川
浦
島
づ
か
（
ナ
ー
プ
ル
ス
テ
ク
博
物
館
）

な
お
、
こ
の
五
九
点
の
内
、
絵
師
の
配
分
は
、
国
芳
が
三
○
作
、
広
重
が

一
二
作
（
＋
駒
絵
二
、
三
代
豐
国
が
八
作
で
あ
る
。

二二

大
坂
版
「
五
十
三
対
二

江
戸
版
の
中
身
に
ほ
と
ん
ど
変
更
を
加
え
る
こ
と
な
く
制
作
さ
れ
た
も
の

で
、
か
な
り
悪
質
な
無
許
可
出
版
と
も
言
え
る
が
、
当
時
の
江
戸
の
浮
世
絵

界
と
大
阪
の
業
界
と
で
の
実
力
差
は
歴
然
と
し
て
お
り
、
武
者
絵
や
名
所
絵

な
ど
も
江
戸
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
そ
の
ま
ま
作
品
化
す
る
事
例
は
い
く
つ
も
数

え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
冊
子
の
板
木
を
使
い
、
板
心
で
折
ら
ず
に
一
丁
を
そ
の
ま

ま
に
、
帖
仕
立
て
に
し
た
も
の
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
も
立
命
館
ア
ー
ト

・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
し
て
い
る
。
摺
は
か
な
り
下
る
が
、
袋
綴
の

糸
穴
も
な
く
、
最
初
か
ら
帖
仕
立
て
に
し
て
売
出
さ
れ
て
い
た
も
の
ら
し

い
。

一
篭
、

ユ
ノ

図4立命館ARC蔵
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（
１
）
箱
根

Ａ
版
（
図
７
）

広
重
画
。
伊
場
仙
板
。
改
印
は
見
当
ら
な
い
。
こ
の
シ
Ⅲ

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
本
作
の
人
気
の
程
が
偲
ば
れ
、
い
っ
た
い
こ

の
人
気
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
な
の
か
を
考
え
る
必
要
性
が
出
て
来
る

た
る
龍
っ
。

四
点
の
重
複
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討
を
加
え
て
み
よ
う

茎
轆
睡

一
轄
騨
賎
・
夢

姥
相
扱

四
、
菫
複
宿
場
の
問
題

楡
手
侭
紗

－
ズ
で
改
印
の

七

図7大英博物館蔵



な
い
も
の
は
、
本
作
の
み
で
あ
る
。
梅
屋
の
讃
に
「
箱
根
路
を
ゆ
さ
ん
な
か

ら
の
湯
治
と
は
か
ね
を
持
た
が
病
な
る
へ
し
」
と
あ
る
。
画
中
に
は
「
塔
の

沢
湯
治
場
の
図
」
と
あ
っ
て
、
湯
上
り
姿
の
美
人
を
描
い
て
い
る
。
広
重

は
、
や
は
り
伊
場
仙
板
で
、
弘
化
末
年
に
は
「
箱
根
七
湯
図
会
」
シ
リ
ー
ズ

の
団
扇
絵
を
出
し
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
横
大
判
に
も
嘉
永
五
年
（
一
八
五

二
）
に
は
、
横
大
判
を
制
作
し
て
い
る
。
本
作
は
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
影

響
が
あ
っ
て
後
か
ら
作
成
さ
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

Ｂ
版
（
図
８
）

国
芳
画
。
伊
場
久
板
。
改
印
「
村
」
。
曽
我
五
郎
の
幼
名
箱
王
丸
が
振
り

袖
の
頬
被
り
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
本
図
に
は
次
の
よ
う
な
釈
文
が
あ
る
。

東

I
異

《
母
今
矛

十
二 琴
道

一

對

引
劉
引
刻

辨
慰
驚
溌
：

図8大英博物館蔵

こ
の
図
は
、
「
箱
根
を
下
山
し
た
」
ま
さ
に
そ
の
場
面
を
描
い
て
お
り
、

手
に
携
え
る
の
は
祐
経
か
ら
貰
っ
た
短
刀
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
言
う
ま
で

も
な
く
、
曽
我
兄
弟
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
は
、
歌
舞
伎
の
世
界
で
欠
く

べ
か
ら
ざ
る
役
名
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
作
に
お
い
て
は
、
釈
文
の
表
現
、

並
び
に
人
物
の
描
法
に
お
い
て
歌
舞
伎
的
な
表
現
は
む
し
ろ
濃
厚
で
は
な

く
、
〃
伝
説
“
と
し
て
の
曽
我
五
郎
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
２
）
原

Ａ
版
（
図
９
）

広
重
画
。
遠
彦
板
。
改
印
「
村
」
。
釈
文
は
次
の
通
り
。

工
藤
左
衛
門
祐
経
は
所
領
の
遺
恨
に
依
て
河
津
三
郎
祐
保
を
討
其
二

男
箱
丸
父
の
菩
提
の
為
と
て
箱
根
の
別
当
き
や
う
じ
っ
の
弟
子
と
な
る

し
か
る
に
人
と
な
る
に
お
よ
ん
て
父
の
仇
を
討
ん
志
を
定
む
あ
る

時
当
山
へ
左
衛
門
祐
経
来
る
時
祐
経
に
対
面
し
あ
か
ぎ
づ
く
り
の
短

刀
を
貰
ひ
弥
敵
を
討
ん
と
思
ひ
そ
か
に
当
山
を
ぬ
け
出
下
山
な
し

北
条
を
頼
て
ゑ
ぼ
し
子
と
な
っ
て
兄
弟
共
に
十
八
年
の
か
ん
苦
を
経
て

終
に
建
久
四
年
五
月
廿
八
日
冨
士
の
裾
野
に
於
て
兄
十
郎
と
共
ニ
エ

藤
を
討
年
比
の
本
望
を
達
ス

与
右
衛
門
は
原
宿
の
百
姓
な
り
天
性
柔
和
に
し
て
情
深
く
強
き
を

く
じ
き
よ
わ
き
を
助
け
あ
ま
た
の
荘
園
を
持
て
其
家
冨
栄
る
と
い
へ

ど
も
い
さ
風
か
お
ご
ら
ず
高
ぶ
ら
ず
貧
し
き
に
哀
み
て
業
を
勤
む

『~（

ノ、



こ
の
与
右
衛
門
は
、
当
地
の
素
封
家
植
松
与
右
衛
門
の
こ
と
で
あ
る
。
植

松
家
に
は
東
海
道
筋
の
名
家
と
し
て
、
多
く
の
文
人
呈
客
、
公
卿
、
大
名
等

が
訪
れ
て
い
る
。
植
松
本
家
八
代
の
与
右
衛
門
は
応
挙
の
弟
子
で
応
令
の
画

号
を
持
つ
・
九
代
の
杣
松
与
右
衛
門
季
敬
は
、
学
山
、
Ⅲ
丘
と
号
し
、
愛
鷹

－
７
）

牧
士
で
、
頼
山
陽
、
巻
菱
湖
、
岸
駒
等
に
師
事
し
た
と
い
わ
れ
る
。
し
か

し
、
当
時
に
あ
っ
て
も
土
地
の
人
、
交
友
関
係
に
あ
る
人
以
外
に
は
そ
れ
ほ

ど
は
（
つ
ま
り
大
錦
に
猫
か
れ
て
売
り
出
さ
れ
る
よ
う
に
は
）
知
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
人
物
と
思
わ
れ
る
。
入
銀
で
特
別
に
私
家
版
で
制
作
さ
せ
た
と
考

靴

あ
る
時
夜
行
し
て
旅
人
を
な
や
ま
す
る
悪
漢
を
こ
ら
す
此
如
き
義

勇
挙
て
か
ぞ
へ
が
た
し
其
子
孫
今
に
栄
え
て
連
綿
た
り

i霞 1

江
戸
後
期
浮
世
絵
の
共
作
見
立
揃
物

図9大英博物館蔵

え
る
の
も
一
つ
の
可
能
性
で
あ
ろ
う
。

Ｂ
版
（
図
岨
）

広
重
画
。
伊
場
仙
板
。
改
印
「
村
」
。
「
竹
取
物
語
」
と
画
中
に
短
冊
型
で

示
し
て
い
る
。
秋
文
は
次
の
通
り
。

~

東
海
道
五
十
三
駅
の
内
富
士
山
の
眺
望
は
此
宿
の
わ
た
り
を
第
一

と
す
其
図
は
普
く
世
に
ふ
り
た
れ
ば
こ
、
に
図
す
る
は
ふ
じ
山
と

名
付
る
起
元
な
り

竹
取
の
翁
が
娘
赫
突
姫
は
美
顔
雪
肌
の
麗
人
な
れ
ば
後
宮
に
入
内
せ

よ
と
数
度
の
勅
宣
あ
れ
ど
も
是
に
し
た
が
ひ
奉
ら
ず
不
死
の
薬
と
一

封
の
文
を
さ
、
げ
て
上
天
し
け
る
御
門
御
な
げ
き
の
あ
ま
り
く
だ

鋤
内
密

蟹
鳥

ユ
グ
吻
櫻

認
訟
●
舞
騨ｉ

…

ﾉ

ID
九
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と
あ
り
、
一
伊
勢
物
語
」
に
も
見
ら
れ
る
冨
士
の
名
の
起
源
の
〃
伝
説
“
を

記
す
も
の
で
あ
る
。

（
３
）
見
附

Ａ
版
（
図
皿
）

広
重
戯
画
。

ん
の
文
と
不
死
の
薬
を
す
る
が
の
国
な
る
高
き
山
の
嶺
に
す
て
さ
せ
た

ま
ふ
よ
り
こ
の
山
を
ふ
し
の
山
と
ぞ
よ
ひ
な
し
け
る
と
な
ん

上
方
よ
り
下
り
の
時
こ
の
宿
に
て
は
じ
め
て
冨
士
を
見
る
ゆ
ゑ
に

’く
〕

遠
彦
板
。
改
印
「
村
」
。
釈
文
は
次
の
通
り
。

》
’

認
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I｢一二二 ■■”
見
つ
け
と
名
付
る
と
ぞ

う
な
ぎ
な
ま
づ
す
つ
ぼ
ん
は
こ
の
宿
の
名
ぶ
つ
な
れ
ば
そ
の
ゑ
ん
を
と

り
こ
、
に
う
つ
す
は
膝
栗
毛
本
文
三
島
泊
り
の
滑
稽
に
て
何
れ
も
様

方
御
存
な
れ
ど
只
す
つ
ぼ
ん
の
因
に
よ
り
童
子
の
笑
ひ
を
催
さ
ん

の
み
一
立
斎

す
つ
ぼ
ん
を
こ
、
に
画
く
の
は
こ
ぢ
付
と
笑
は
れ
た
ら
ば
ゆ
ぴ
を
く

は
へ
る

…

鰕
驚
蝋
鐇
ｒ
ｌ
隅
，
緋
。
蝋
鎮
臘
鋼
臓
胤
…
雌
帆
憐
臆
測
岬
齢
“

ド

Ｅ
Ｔ
４
・
ウ
／
八
．

I
“胃：

段

＝ 一 …一一け
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本
図
は
、
釈
文
中

に
も
あ
る
よ
う
に
、

『
道
中
膝
栗
毛
』
の

二
編
上
三
島
泊
り

の
ス
ッ
ポ
ン
の
滑
稽

を
描
い
た
も
の
で
、

一
九
自
画
の
挿
絵
も

あ
り
（
図
哩
）
、
そ

の
ま
ま
そ
れ
を
下
敷

に
描
い
た
も
の
と
言

え
る
。広
重
は
、
も
う
一

枚
、
「
二
川
」
で

『
道
中
膝
栗
毛
』
（
三

編
下
）
を
取
上
げ
て

○

＝て燕

東
海
菫

垂
十
二
一
針
賭F四冊



金
札
鵺

み
か
の
橋
の
東
爪
西
嶋
よ
り
十
町
ば
か
り
左
の
方
に
岩
井
村
と
云
有

里
諺
日
む
か
し
右
大
将
頼
朝
川
鵺
の
齢
を
様
さ
ん
と
て
僻
の
脛
に
金

札
を
付
て
年
号
を
し
る
し
放
ち
給
ふ
と
か
や
今
の
世
に
も
そ
の
鵺
こ

の
ほ
と
り
に
舞
遊
ぶ
と
い
ふ

と
あ
っ
て
、
こ
れ
も
著
名
な
金
札
鵺
の
〃
故
事
“
を
描
く
。

お
り
、
こ
の
場
合
も
「
広
重
戯
画
」
で
あ
る
。

Ｂ
版
（
図
Ｂ
）

剛
芳
画
。
伊
場
久
板
。
改
印
「
村
」
。
釈
文
に
は
、

江
戸
後
期
浮
世
絵
の
共
作
見
立
揃
物

喜
兎

図13大英博物館蔵

（
４
）
大
津

Ａ
版
（
図
哩
）

広
重
戯
閲
。
板
元
は
、
伊
場
仙
。
改
印
「
村
」
。
「
大
津
絵
の
筆
の
は
じ
め

は
何
ほ
と
け
」
と
あ
り
、
駒
絵
の
扇
面
に
は
、
筆
を
持
つ
吃
の
又
平
が
描

か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
駒
絵
に
落
款
は
な
い
。
筆
致
か
ら
み
て
、
あ
る
い

は
、
国
芳
の
筆
に
な
る
も
の
か
と
も
思
う
が
、
囲
枠
の
中
に
人
物
を
配
置
す

る
も
の
は
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
他
に
な
く
、
一
方
、
水
絵
は
、
大
津
絵
の

画
題
そ
の
も
の
が
描
か
れ
て
い
て
、
他
の
作
品
が
ほ
と
ん
ど
人
物
を
描
い
て

い
る
な
か
で
、
大
津
絵
の
人
物
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
れ
に

は
魂
が
入
っ
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
人
間
を
描
い
て
い
な
い

の
は
こ
の
絵
の
み
で
あ
る
。

尭
国
削
輌
観

f

灘

＃

ヨ

､~---齢…ー
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Ｂ
版
（
図
旧
）

国
芳
画
。
板
一
兀
は
、
伊
場
仙
。
改
印
「
村
」
。
や
は
り
、
「
大
津
絵
の
筆
の

は
じ
め
は
何
仏
は
せ
を
」
と
あ
る
。
本
作
で
は
、
唯
一
上
部
駒
絵
部
分

に
「
広
重
」
の
落
款
が
入
っ
て
お
り
、
こ
の
絵
の
み
が
、
明
確
な
広
重
と
国

芳
の
合
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
Ａ
版
の
駒
絵
が
国
芳
の
作
と
す
る
な
ら

ば
、
板
元
も
同
一
で
あ
る
た
め
、
二
人
を
競
い
合
わ
せ
た
〃
競
作
“
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
か
。

「
東
海
道
五
十
三
対
」
に
は
、
目
録
が
見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
最
終
的
に

そ
れ
ぞ
れ
ど
ち
ら
の
版
が
定
着
し
た
の
か
を
探
る
に
は
、
手
立
て
を
別
に
求

め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
、
現
在
に
お
け
る
残
存
数
を
確
か
め
る

こ
と
も
一
つ
の
目
安
と
な
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
筆
者
は
、
現
在
残
っ
て
い
る図15大英博物館蔵

・
大
坂
版
の
内
容

ま
た
、
こ
の
点
に
つ
い
て
参
考
に
な
る
の
は
、
大
坂
版
の
冊
子
で
あ
る
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
が
嘉
永
川
年
の
段
階
で
冊
子
と
な
っ
た
と
き
に
、
ど
ち
ら
の

絵
を
採
用
し
て
い
る
か
を
み
る
こ
と
で
、
ど
の
版
が
流
布
し
た
の
か
判
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
図
焔
～
旧
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
。

こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
Ｂ
版
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。

最
初
、
Ａ
版
と
し
て
制
作
し
た
も
の
が
、
Ｂ
版
に
入
れ
換
え
ら
れ
た
の

か
、
最
初
か
ら
Ａ
Ｂ
版
を
制
作
し
た
が
、
五
十
三
次
と
い
う
名
数
の
関
係

上
、
次
第
に
Ａ
版
が
廃
止
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
少
な
く
と
も
、
最
終
的
に
は
、
Ｂ
版
が
揃
物
と
し
て
流
布
し
た
の
は

確
実
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

・
流
布
版
の
傾
向

Ａ
版
は
い
ず
れ
も
広
重
で
あ
り
、
Ｂ
服
で
は
、
三
作
は
国
芳
作
で
あ
る

が
、
一
点
は
、
広
重
で
あ
る
。
Ａ
版
と
Ｂ
版
で
は
、
三
作
は
板
元
が
違
う

が
、
一
作
は
同
じ
板
元
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
こ
の
四
点
の
重
複
の
理
巾
を
、
六
板
元
、
三
絵
師
の
分
担
に

よ
る
連
絡
不
徹
底
に
求
め
る
の
は
、
厳
し
い
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
Ｂ
版
は
、
い
ず
れ
も
土
地
に
関
わ
る
故
事
、
伝
説
、
物
語
や
演
劇

す
べ
て
の
作
品
を
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
上
記
の
四
組
の
内
、
い
ず

れ
も
Ｂ
版
が
圧
倒
的
に
流
布
し
て
い
る
。
管
見
に
入
っ
た
画
帖
体
裁
の
も
の

で
は
、
間
連
な
く
、
Ｂ
版
が
入
っ
て
い
る
。

二
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こ
の
「
東
海
道
五
十
三
対
」
は
、
当
代
の
吉
原
の
遊
女
や
役
者
な
ど
と
い

う
単
純
な
尽
し
型
で
見
立
て
る
方
法
で
は
な
く
、
東
海
道
の
各
駅
に
対
し

て
、
何
を
対
に
当
て
は
め
る
の
か
を
、
と
り
わ
け
「
名
所
図
会
」
に
書
か
れ

て
い
る
よ
う
な
土
地
と
の
関
わ
り
の
深
い
伝
承
、
物
語
、
演
劇
や
そ
の
登
場

人
物
に
求
め
た
と
こ
ろ
に
新
規
性
が
あ
る
。

大
坂
の
冊
子
『
五
十
三
対
」
の
序
文
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

を
題
材
と
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
、
本
シ
リ
ー
ズ
に
企
画
者
た
る
板
元
ら

（
あ
る
い
は
購
入
者
）
が
求
め
た
方
向
性
は
、
時
事
的
な
話
題
や
当
代
性
と

い
う
よ
う
な
「
浮
世
絵
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
が
持
っ
て
い
た
本
来
の
特
性
よ

り
も
、
故
事
来
歴
や
伝
奇
性
と
い
う
歴
史
的
な
知
識
へ
の
希
求
で
は
な
か
っ

た
か
。こ
れ
を
、
購
買
者
側
の
ニ
ー
ズ
と
見
る
か
、
新
規
参
入
し
た
板
元
た
ち
に

よ
る
時
代
の
方
向
性
の
摸
索
と
見
る
の
か
は
、
さ
ほ
ど
重
要
な
問
題
で
は
な

い
。
重
複
作
品
の
う
ち
、
流
布
し
た
方
の
作
品
の
傾
向
を
見
る
こ
と
で
、
天

保
の
改
革
の
た
め
に
役
者
絵
や
美
人
画
と
い
う
当
代
性
を
禁
止
さ
れ
る
一
方

で
、
新
興
板
元
た
ち
に
よ
る
ジ
ャ
ン
ル
開
拓
が
行
わ
れ
、
結
果
的
に
、
稗
史

・
伝
奇
絵
と
い
っ
た
新
た
な
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
気
づ
か
さ
れ
る
切
っ
掛
け
と

な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

東
海
道
名
所
図
絵
は
秋
里
の
筆
に
委
し
中
シ
腹
五
十
三
次
は
十
返
舎

五
、
浮
世
絵
の
「
東
海
道
名
所
図
会
」
と
し
て

実
際
、
「
中
シ
腹
五
十
三
次
」
、
つ
ま
り
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
」
か
ら
の
影

響
は
二
図
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
シ
リ
ー
ズ
の
図
柄
や
釈
文
の
半
分
以
上

が
『
東
海
道
名
所
図
会
」
を
も
と
に
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
名
所
図
会
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、
安
永
九
年
（
一

七
八
○
）
刊
の
秋
里
難
島
著
「
都
名
所
図
会
」
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ

以
降
、
離
島
は
次
々
と
名
所
図
会
を
物
し
、
『
東
海
道
名
所
図
会
」
は
、
寛

政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
出
版
で
あ
る
。
し
か
し
、
江
戸
に
関
し
て
は
、
別

に
、
斎
藤
長
秋
が
編
纂
を
行
っ
て
お
り
、
刊
行
を
果
た
せ
ず
に
寛
政
十
一
年

に
病
死
し
、
孫
の
斎
藤
月
岑
の
代
に
な
り
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
前

半
、
天
保
七
年
に
後
半
が
出
て
七
巻
二
十
冊
が
よ
う
や
く
完
成
し
た
の
で
あ

る
。
「
名
所
図
会
」
へ
の
熱
は
、
む
し
ろ
寛
政
期
ま
で
で
あ
っ
た
が
、
し
か

し
「
江
戸
名
所
図
会
』
が
天
保
期
に
出
る
こ
と
で
、
浮
世
絵
界
に
お
い
て

は
、
ま
さ
に
名
所
絵
の
時
代
と
重
な
っ
て
い
く
。

地
誌
と
し
て
大
流
行
し
た
「
図
会
」
の
語
を
借
り
て
、
古
典
や
軍
記
物
の

絵
入
読
本
も
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
『
源
平
盛
衰
記
図
会
』
、
享
和
三
年

（
一
八
○
三
）
「
前
太
平
記
図
会
」
（
い
ず
れ
も
秋
里
離
島
作
）
と
出
来
し
て

い
る
。こ
の
離
島
の
活
動
傾
向
と
広
重
の
作
の
傾
向
に
は
重
な
る
所
が
あ
り
、

「
東
海
道
五
十
三
次
」
シ
リ
ー
ズ
の
あ
と
、
次
々
と
手
が
け
る
名
所
絵
シ
リ

む
ま
や
ぢ

の
膝
栗
毛
に
尽
す
今
亦
金
花
堂
の
小
一
冊
は
此
駅
路
を
ゆ
き
か
ふ

ち
か
み
ち

人
々
里
俗
の
教
を
ま
た
ず
し
て
是
を
見
か
れ
を
知
る
の
捷
経
な
を
旅

泊
の
伽
と
も
な
れ
は
実
に
五
割
増
の
徳
な
る
へ
し

一

四



－
ズ
の
中
に
、
「
義
経
一
代
図
会
」
（
途
中
か
ら
「
義
経
一
代
記
之
内
」
と
改

題
）
が
あ
る
。
「
図
会
」
と
い
う
名
称
を
持
つ
浮
世
絵
作
品
は
、
そ
の
後
、

天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
の
国
芳
に
よ
る
「
准
源
氏
教
訓
図
会
」
が
あ

り
、
い
わ
ゆ
る
源
氏
物
語
見
立
で
あ
る
が
、
天
保
改
革
期
の
美
人
画
の
試
作

と
い
う
感
が
強
い
な
か
、
広
重
は
、
「
義
経
一
代
記
図
会
」
、
「
忠
孝
仇
討
図

会
」
、
「
曽
我
物
語
図
会
」
（
弘
化
前
半
）
、
「
本
朝
年
歴
図
会
」
と
続
け
ざ
ま

に
物
語
系
・
歴
史
系
の
図
会
シ
リ
ー
ズ
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
、
国
芳
も

「
三
国
妖
狐
図
会
」
で
続
い
て
い
る
が
、
広
重
の
こ
の
傾
向
は
圧
倒
的
で
あ

る
。
名
所
絵
の
広
重
と
物
語
絵
と
の
接
点
は
、
「
東
海
道
名
所
図
会
』
に
あ

り
、
名
所
絵
で
は
爆
発
的
な
人
気
に
な
ら
な
い
と
こ
ろ
を
、
物
語
・
歴
史
に

可
能
性
を
求
め
た
と
い
え
よ
う
か
。

む
ろ
ん
、
国
芳
は
武
者
絵
や
、
そ
の
歴
史
的
な
場
面
を
も
書
込
ん
だ
稗
史

絵
を
天
保
期
か
ら
す
で
に
展
開
し
始
め
て
い
る
§
「
図
会
」
の
語
を
借
り
る

必
要
な
ど
な
く
、
三
代
豊
国
も
そ
の
よ
う
な
小
手
先
の
趣
向
を
凝
ら
す
必
要

な
ど
な
い
第
一
人
者
と
し
て
君
臨
し
て
い
る
。

三
人
の
共
作
と
し
て
、
「
双
筆
五
十
三
次
」
の
よ
う
な
描
き
分
け
で
な
い

と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
物
語
性
の
あ
る
稗
史
・
伝
奇
に
向
か
う
の
は
必
然
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

浮
世
絵
で
は
、
歴
史
や
古
典
を
や
つ
し
て
一
つ
の
世
界
を
作
る
作
業
は
、

よ
り
富
裕
な
知
識
人
た
ち
の
摺
物
の
世
界
で
展
開
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
、

お
わ
り
に

江
戸
後
期
浮
世
絵
の
共
作
見
立
揃
物

色
紙
判
摺
物
の
シ
リ
ー
ズ
物
で
は
、
文
学
性
の
高
い
見
立
が
見
い
だ
せ
る
。

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
シ
リ
ー
ズ
は
、
主
絵
の
枠
型
が
方
形
で
あ
り
、

こ
の
色
紙
判
摺
物
の
世
界
と
相
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
「
東
海
道

五
十
三
次
」
の
各
宿
駅
に
対
し
て
、
そ
の
土
地
に
関
わ
る
伝
説
や
稗
史
の
物

語
を
当
て
は
め
見
立
て
て
い
っ
た
。
単
な
る
風
景
と
し
て
で
は
な
く
、
名
所

と
物
語
の
「
図
会
」
を
作
り
上
げ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
富
裕
な
知
識
人
だ
け

に
占
有
さ
れ
て
い
た
か
の
如
き
「
浮
世
絵
と
文
学
」
と
の
交
流
の
場
を
、
一

般
大
衆
に
ま
で
引
き
ず
り
お
ろ
し
た
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、

い
わ
ゆ
る
「
稗
史
画
」
の
流
行
を
先
導
し
た
。
本
作
品
の
価
値
は
、
ま
さ
に

こ
こ
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

六
軒
の
板
元
、
三
人
の
絵
師
と
い
う
統
制
を
保
つ
の
が
大
変
難
し
い
組
み

合
わ
せ
の
な
か
で
、
と
も
か
く
も
シ
リ
ー
ズ
を
完
結
さ
せ
て
、
結
果
、
こ
の

シ
リ
ー
ズ
は
大
い
に
人
気
を
博
し
た
。
天
保
の
改
革
以
降
、
大
き
な
シ
リ
ー

ズ
物
が
流
行
す
る
が
、
そ
の
傾
向
を
い
ち
早
く
と
ら
え
た
作
品
と
し
て
、
も

う
一
度
見
直
し
て
み
る
価
値
は
高
い
と
考
え
て
い
る
。

附
記本
論
考
は
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｂ
「
大
英
博
物
館
蔵
日
本
版
画

・
浮
世
絵
の
総
合
カ
タ
ロ
ギ
ン
グ
」
（
代
表
恥
赤
間
亮
）
の
研
究
成
果

で
あ
る
。

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
岩
切
友
里
子
氏
に
は
資
料
の
提
供
と
共
に

ご
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
木
村
八
重
子
氏
、
渡
邉
晃
氏
に

は
、
役
者
絵
研
究
会
（
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
）
の
席
上
に
て
、
貴

■■■■■■■■■ﾛ■

五



注（
１
）
展
覧
会
会
場
で
配
布
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
あ
り
、
出
版
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
。
な
お
、
本
稿
執
筆
中
、
や
は
り
平
木
浮
世
絵

財
団
か
ら
『
広
重
・
国
芳
・
三
代
豊
国
東
海
道
五
十
三
對
』
（
二

○
二
年
九
月
解
説
松
村
真
佐
子
氏
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
こ

で
は
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
評
価
は
軽
減
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
三
代

豊
国
へ
の
評
価
は
、
「
豊
国
Ⅲ
に
、
一
点
で
も
二
点
で
も
担
当
し
て

貰
い
た
い
と
い
う
の
が
、
版
元
の
希
望
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
」
「
そ
れ
ま
で
の
画
業
で
培
わ
れ
た
大
ら
か
な
人
物
表
現
」
と
さ

れ
て
お
り
、
時
を
経
て
三
代
豊
国
の
復
権
が
進
ん
で
い
る
感
を
強
く

重
な
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
図
版
資
料
に
関
し
て
は
、
研
究
利
用
を
お
認
め
い
た
だ
い
て

い
る
大
英
博
物
館
を
始
め
、
掲
載
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
各
所
蔵
機

関
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
３
）
日
比
谷
孟
俊
「
描
か
れ
た
花
魁
と
吉
原
細
見
に
よ
る
江
戸
後
期

妓
楼
の
研
究
」
（
浮
世
絵
芸
術
脇
号
、
二
○
○
九
年
）
参
照
。

（
４
）
「
五
十
三
つ
ゐ
」
と
記
さ
れ
て
い
な
い
異
版
が
存
在
し
て
お
り
、

も
と
も
と
、
道
中
双
六
と
し
て
出
し
た
も
の
が
、
五
十
三
次
の
人
気

に
あ
や
か
っ
て
、
五
十
三
対
の
名
称
を
追
加
し
た
と
も
考
え
ら
れ

へ

年且
…

す
る
。吉
田
暎
二
著
「
定
本
浮
世
絵
事
典
』
（
画
文
堂
、
一
九
九
四

る
。
な
お
、
春
本
に
も
「
東
海
道
五
十
三
対
」
を
書
名
と
す
る
作
品

が
あ
る
ら
し
い
。

（
５
）
「
戸
塚
」
に
も
、
狂
歌
部
分
を
入
替
え
た
異
版
が
あ
る
。
ま
た
、

「
京
」
に
も
別
板
が
あ
る
ら
し
い
（
内
田
実
「
広
重
』
）
が
、
未
見
で

あ
る
。
な
お
、
吉
田
暎
二
氏
は
、
『
浮
世
絵
事
典
』
で
六
二
枚
と
す

ブ
（
》
○

（
６
）
「
古
典
籍
総
合
目
録
」
に
は
、
見
え
な
い
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

大
坂
の
本
屋
安
兵
衛
か
ら
「
東
海
道
五
十
三
次
」
の
書
名
を
待
つ
一

冊
が
出
て
い
る
が
、
未
見
の
た
め
、
本
書
と
の
関
係
は
未
詳
。

（
７
）
三
ｓ
ミ
ミ
ミ
ミ
．
目
ョ
息
匡
１
ｍ
．
○
昌
頁
這
言
旦
昊
ご
○
①
同
旨
ョ
参
照

（
あ
か
ま
・
り
ょ
う
本
学
教
授
）

一
ユ
ハ


